
１. 再整備の目的

２.緑道の現状

玉川上水旧水路緑道 基本構想 概要版

■再整備の目的

■上位関連計画における緑道の位置づけ

玉川上水旧水路緑道は、玉川上水を暗渠化した

上部を遊歩道状に整備した都市公園です。しか

し整備から30年近く経過する中で施設の老朽化

が進んでおり、豊かな緑を保全しつつ、新たな

ニーズに即した再整備が必要となっています。

一方、渋谷区は基本構想の中で「ちがいを ち

からに 変える街。渋谷区」を未来像として、防

災・安全・環境・エネルギー分野では 「人のつ

ながりと意識が未来を守る街へ」を目指してい

ます。

そして、この構想を実現するために長期基本計

画の中では、「緑と水の空間軸の形成」「景観

資源の保全と活用」等を目的として緑道の再整

備を図るとしています。

また、平成29（2017）年度より、笹塚・幡ヶ

谷・初台地区（ササハタハツ）をつなぐ「参加
型プロジェクト」が進められています。緑道に

対する関心も高く、緑道の再整備がササハタハ

ツの新たなまちづくりを牽引していく役割が期

待されています。

■ササハタハツまちづくりフューチャーセッションとは

ササハタハツの「人のつながり」づくり

• 平成29（2017）年度より、笹塚・幡ヶ谷・初台地区（ササハタハツ）の3つの地区横断で、多様な

背景をもつ人々が集まり、お互いのちがいや強みを引き出しながら創造的に対話し、未来に向けた主

体的なアクションを生み出すフューチャーセッションを行っています。

ササハタハツをつなぐ「参加型プロジェクト」推進

• 3カ年かけて、ササハタハツの未来像となる共有価値ビジョンを共創した上で、その実現に向けた新

たなストリートカルチャーとプレイスメイキングのための市民やNPO、民間企業による参加型プロ

ジェクトを推進するとともに、シティプライドの醸成を図ります。
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区ではこうした計画や取組みを踏まえながら、

玉川上水旧水路緑道の再整備を通じて“緑豊かな

都市景観の形成、国際観光都市としての施設の

充実、地域のにぎわい創出”につなげていきます。

連携

笹塚地区

かつての玉川上水の面影を残す開渠区間

に挟まれた駅へのアクセスに利用される区間

幡ヶ谷地区

住宅地に囲まれ、花見や周辺住民の散歩に

利用される緑豊かな区間

初台地区

東は新宿に隣接した静かな区間、

西は近隣住民や在勤者、子どもの利用で賑わう区間
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■玉川上水旧水路緑道の概況 規 模 ： 2.6ỰỲ
整 備 ： 57Ṍ60 Ṅ
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